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人生放棄 40歳 長男 
結婚乗り換え専門 35歳 次女 
総体的難局 44歳 三男 
概念喪失女子中学生 15歳 姪っ子 


























































































































































































































































































































































































































































































































































   たとえば、「あなたにそう言われるとつらい」といういい方は日本語独特のもの
で、韓国語では、「あなたがそう言うとつらい」と表現するのだそうです。 






いうなれば I 型と U 型とでもいうような違いが、日韓両国民のあいだには存在す

















































   義理人情は最初から措定されている心情なのではない。行ったり来たり、濃淡
をもって動いている。おそらくは見て見ぬふりをしたいのに、それでも絡みつい
てくるものなのである。いわば風情の実感なのである。 
















































































































































































































































































































































































































































































― 終わり ― 
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【註】 
 
 
1 ベネディクトは「『義理』の規則は、厳密に、どうしても果たさなければならない返済の規則である」、
「日本人の世間への『義理』の観念と、アメリカ人の借金返済の観念との間には、もう一つの類似点があ
る」と書いている。借金返済の義務と義理を比較しており、それは大変嫌なことで、できれば避けたいも
のだという風に、否定的な視線で眺めている。 
2 義理人情と自由さについては以下のようにさらに書かれているので引いておく。 
「義理人情の着物を脱ぎ捨て、毀誉褒貶の圏外へ飛び出せばこの世は涼しいにちがいない。この点では禅
僧と収賄議員との間にもいくらか相通ずるものがあるかもしれない。 
 いろいろなイズムも夏は暑苦しい。少なくも夏だけは「自由」の涼しさがほしいものである。「風流」
は心の風通しのよい自由さを意味する言葉で、また心の涼しさを現わす言葉である。南画などの涼味もま
たこの自由から生まれるであろう。 
 風鈴の音の涼しさも、一つには風鈴が風に従って鳴る自由さから来る。あれが器械仕掛けでメトロノー
ムのようにきちょうめんに鳴るのではちっとも涼しくはないであろう。また、がむしゃらに打ちふるので
は号外屋の鈴か、ヒトラーの独裁政治のようなものになる。自由はわがままや自我の押し売りとはちがう。
自然と人間の方則に服従しつつ自然と人間を支配してこそほんとうの自由が得られるであろう。 
 暑さがなければ涼しさはない。窮屈な羈絆の暑さのない所には自由の涼しさもあるはずはない。一日汗
水たらして働いた後にのみ浴後の涼味の真諦が味わわれ、義理人情で苦しんだ人にのみ自由の涼風が訪れ
るのである。」（青空文庫より） 
3 渡辺は『かあちゃん』の次のような部分について語っている。「山本周五郎には『かあちゃん』という
短編があるが、これは人情という概念を日本人がどのようなものとしてうけとってきたかということを、
どうしようもない手放しの徹底性においてとらえた一種の名作である。長屋につきあいが悪いので評判の
一家がいる。後家の母親を先頭に五人の子どもたちがあらゆる手段で手間をかせぎ、毎月十四日とみそか
の晩には一家で銭勘定をするというのだ。しかも近所のつきあいは、たとえ助け合いの金さえ出すのを惜
しもうとする。むかしは涙もろくて人のめんどうみのよいかみさんだったのに、この二年ごしの稼ぎぶり
は長屋の者の眼にはまるきり気違いざたである。（中略）この家の長男は大工だが、仕事さきの仲間で暮
らしに困って盗みをはたらき入牢した男がいる。刑期は2年六カ月。かみさんはこの男が出獄した時にな
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んとか世すぎのできるてだてを考えてやりたいと思った。」 
4 金洛眞『義理の倫理と韓国の儒教文化』の説明によると、『説文解字』に注釈をつけた段玉裁（1735-18
15）の註に、今日の「儀」が「義」で用いられていた。「義」に抽象的な価値概念である「正しい」の意
が与えられる前のことで、「礼儀」と「礼義」がいずれも見かけられるわけがそこにあると推測される。
その時に「正しい」をあらわす文字としては「宜」や「誼」が用いられたらしい。 
5 韓国の『標準国語大辞典』、日本の『日本国語大辞典』を参照。 
6 速水侑『日本仏教史（古代）』、吉川弘文館、1986年2月、２頁。「日本の仏教の歴史、ことに古代仏教の
性格を考える上で重要なことは、日本仏教が、インドから西域・中国さらに朝鮮という仏教東漸の永い歴
史の果てにはじめて形成された点である。仏教東漸は、いまさらこと新しく指摘する必要もない周知の事
実だが、中国を中心とする東アジア文化圏の一員であるわが国が、このように中国ないし朝鮮を介して間
接的に仏教を受容したことは、以後の日本仏教の正確に大きな影響を与えることとなった。古代日本人が
はじめて接した仏教は、東漸の過程で、インドで成立した当初の姿から中国的なものに変容していたので
あり、その意味でも、日本仏教の歴史をのべるに先立って、まず東漸の過程における中国的変化の特質に
ふれておく必要があるだろう」 
7 大丸のホームページ（http://www.daimaru.co.jp/company/about/rinen.html）より2013年8月3日参照。
全文は「元文元年（1736年）、業祖・下村彦右衛門によって「先義而後利者栄」を事業の根本理念として
定めました。この言葉は中国の儒学の祖の一人、荀子の栄辱編の中にある「義を先にして利を後にする者
は栄える」から引用したものです。企業の利益は、お客様・社会への義を貫き、信頼を得ることでもたら
されるとの意味で、言い換えると「お客様第一主義」「社会への貢献」となります。これは、大丸グルー
プ共通の精神、営業方針の根本となってきました」と記されており、そのことが書かれた掛け軸とともに
企業理念として強調している。 
8ジャパンナーレッジのデータベースが提供する大百科全書「ニッポニカ」を参照。同全書はこのことに
ついて、「この意味の慣習にも実際の態様、種類は多く、したがって観察の重点をどこに置くかによって、
形態と呼称にはさまざまのものがある。たとえば、外面的な行動様式の特徴ないし特殊性に着目すれば慣
行といわれ、それを一般的風俗とみて、しかも衣食住の基本的様式性に着目すると習俗、それらに心理的
な慣れがあることを考慮すると風習、そしてその局部的で期間の比較的短いものは流行といわれる。また
内心面を重視し、ものの考え方ないし価値観の傾向性をいうと風潮になる。慣行のうちでも行動の機会が
特殊的であるものはむしろ慣例とよばれる。行事はそのような慣例の一種だが、社会の共同性、公共性の
意味が強いので、むしろモーレスに属することになる。伝統は伝承される価値を是認するものであるから
モーレスの一種だが、伝承的価値を否認されたものは因襲といわれ慣習に属する」となっており、それぞ
れの概念的定義が確実な形態で区別されているとは言えないことを説明している。また、「慣習は、もと
もと無自覚的に形成される個人習慣の社会的集積であるから、固有文化を安定的に伝えている比較的小さ
い社会で機能することが多く、概念的、合目的的な反省や組織化が意識して加えられることが少ない。そ
の意味では、保守的性格を免れがたく、社会が拡大発展し進歩改革を図るには障害となることがある。そ
のような場合には、特殊な価値原理を意識的に護持しようとする倫理的ないし宗教的社会規範や国家目的
を掲げる法規範からは、未熟でむしろ妨害的な社会規範として無視あるいは拒否される。しかし事実とし
て、慣習と同調できない倫理、宗教、法律が実効性を欠くことは常識である。慣習は無自覚的に生成する
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だけに、一方では自覚的な発展や進歩を妨害するとともに、他方では人間の生が内包するエネルギーの表
現形態として、社会で限界に逢着（ほうちゃく）した価値体系や制度を修正、超克する力の源泉でもある」
とも記しており、社会発展段階説に基づく考え方から否定される因習が、逆にそれ自身の実効性を土台に
社会のエネルギーとして作用することができるとも説いている。 
9 このことに関しては、金洛眞の『義理の倫理と韓国の儒教文化』に詳しい。著書の中で金は、私的な利
益を排除するのが儒教の伝統的に説く義であるが、かといって利害の問題に全く関心がなかったわけでは
ないと指摘する。彼によれば、儒学者たちは行為に意図や目的が介入するのを良くないこととし、「義理
と利害」はそういった介入があるかないかによって紙一重の違いに過ぎないと言う。そこで求められるの
は、儒教によって区画された分義の秩序を疑わずに受容し、実践することによる公正さだという説明であ
る。そして儒学という学問は、農業技術の発展による生産性の向上、つまり利益の増大に興味がなく、そ
れよりは自然を耕して生産された利益をいかに分配するかに関心があった。 
10 『時事常識辞典』PMG知識エンジン研究所、2013年。さらに当辞典によれば、JSAは休戦線の範囲内で韓
国軍と米軍で構成されたUN警備隊が管轄する唯一の地域であった。この地域の警備責任は休戦協定以降ず
っと米国にあったが、2004年10月31日から韓国軍JSA部隊が担当しており、2008年にはすべての米軍施設
が撤収し、韓国軍に全権が返された。 
11 キム中尉は韓国陸軍3星将軍出身のキム・チョクさんの息子である。父に憧れ陸軍士官学校に志願し、
優秀な成績で卒業した「準備完了の軍人」であった。だからキム中尉が無力感で自殺したという主張を、
チョクさんは信じることができない。国防委員会の調査では自殺という結果が出ても、動機もなければ遺
書も発見されていない。現場で発見されたリボルバーにキム中尉の指紋がなく、リボルバーそのものがキ
ム中尉の所有ではない点など、自殺を疑わせる事柄があるからである。今でもチョクさんはこの件で攻防
を続けており、現行の第19代韓国国会でこの件の国政調査にかけてほしいと請願を入れている。が、未だ
結論は出ず、戦いは続いている。 
12 韓国民族文化大百科によると、「個人の自我意識を強調する現代の道徳的な価値基準からみる時、伝統
的忠節の精神と行跡は現代人に乖離を感じさせかねない。そこで忠の現代的意義を考察している必要があ
る。忠という文字の形態、すなわち「中」と「心」で構成されているというのは、忠が内心として人格の
もとであることを物語る。したがって伝統的に忠を強調し倫理規範として確立してきたのは、本質的には
人間としての自己発見を追求するように仕向けるのである。その時に忠は単に国家・君主などへの相対的
な関係を意味するのではなく、当の対象と自分の存在が一体化するところにまで拡大することから、よう
やく本質的な意味での忠が実現すると言える」と説明されている。 
13 立谷秀清「義理と人情」（2013年1月）より。2013年6月15日参照。（http://goo.gl/pQRTDl） 
14 2013年8月11日参照。(http://goo.gl/QycPvS) 
15 2013年8月11日参照。(http://goo.gl/9kfT6r) 
16 松岡正剛「千夜千冊」より。2013年8月17日参照。（http://goo.gl/1Lqciw） 
17 16と同じ。 
 
 
 
